
○カリキュラム 

 



 



  



○財務状況 

 ・公益財団移行後正味財産が財務内容の悪化と共に急速に減少し、このままでは早晩

債務超過が懸念される状況である。  



 

 ・農場部門（除研修部門・特別会計）の収支をみると、畜産の収益が平成２５年度に 

大きく落ち込んだが、その後 V字回復している。一方、農産は平成２９年度に大き

く減少している。両者を併せた収支残高は平成２８年度以降大きく減少している。 

 

  



 ・公益法人化後の各部門別収支 

   特徴的なのは、酪農が V字回復しているのに対し、養鶏部門の赤字が継続してい 

る。一方、農産は安定した推移を示していたが、平成２９年度に天候悪化に見舞

われ大きく減少した。 

 

（単位 千円） 

 

  
  収  入 

  24 25 26 27 28 29 

農産 42,439 40,925 46,990 49,680 41,120 23,111 

花卉 13,778 15,072 16,747 20,177 17,070 17,935 

酪農   60,743 60,142 80,025 99,215 102,245 

養鶏 39,506 37,222 45,680 45,945 38,937 41,803 

研修 35,684 39,530 43,248 41,355 42,595 38,211 

特会   142,877 153,305 160,381 142,410 139,933 

合計 131,407 336,369 366,112 397,563 381,347 363,238 

  支  出 

  24 25 26 27 28 29 

農産 37,901 37,292 34,009 42,196 38,674 32,904 

花卉 7,740 13,245 13,349 14,983 13,290 15,868 

酪農   95,691 68,255 75,709 83,522 73,699 

養鶏 33,182 41,704 48,008 50,625 43,671 44,968 

研修 24,973 34,309 30,722 27,891 33,544 35,896 

特会   134,824 146,249 153,721 144,454 142,444 

合計 103,796 357,065 340,592 365,125 357,155 345,779 

  収支差額 

  24 25 26 27 28 29 

農産 4,538 3,633 12,981 7,484 2,446 -9,793 

花卉 6,038 1,827 3,398 5,194 3,780 2,067 

酪農   -34,948 -8,113 4,316 15,693 28,546 

養鶏 6,324 -4,482 -2,328 -4,680 -4,737 -3,165 

研修 10,711 5,221 12,526 13,464 9,051 2,315 

特会 0 8,053 7,056 6,660 -2,044 -2,511 

合計 27,611 -20,696 25,520 32,438 24,192 17,459 



 ・直売所における来客数と販売実績（平成２６－２９年度）  



・教育事業 

   平成 23年度の大幅赤字により、２度にわたり値上げをした。 

  

→平成 25年度入学生から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→平成 27年度入学生から 

 

  



・国庫補助金の推移 

   平成２２年度に事業仕分けにより、全面的に削減され窮地に陥った。 

  



○土地利用図 

 

  



・施設利用の詳細



  



  



 ・現在の種苗管理センターへの土地貸与のいきさつ 

 

 

 

 

 

 



 


